
プロティノスの
「いかにして第一者から第一者の後のものが。および一者に
ついて」V-4-(7)

1
もし何かが第一
の者の後にある
のであれば、そ
れはかのものか
ら出たものであ
ることは必然で
ある

直接的にせ
よ、中間の
ものを介し
て、かのも
のに帰せら
れるにせよ

そして第二位の
者と第三位の者
との序列が存在
し、第二位の者
は第一の者へ、
また第三の者は
第二の者へ帰
せられることが
必然である

5�というのは、すべての
ものの前に単一な何か
がなければならないの
だが、この単一なもの
は、それの後のすべて
のものとはちがったもの
であり、それ自身だけ
で存在し、それから生じ
たものには混じり合わ
ないが、

しかしまた別の仕方で他のもの
たちに臨むことができ、真に一
であり、何か他のものとしてそ
のうえで一つあるのではなく
て、<一つである>とそれに述
語することすら虚偽であり、ロゴ
ス（説明）も知識もこのものにつ
いては成り立たないし、またこ
のものは「実有のかなたにあ
る」とも言われている

10�なぜなら、この
ものが単一であり、
どのような偶然的
出会いとも合成とも
無縁であり、真に一
つであるのでない
限り、それは始原で
はありえないだろう

12�そして、この
ものは単一であ
ることによって、
またあらゆるも
ののうちで第一
の者であること
によって、最も
自足的なもので
もあるわけだ

14�なぜなら、第一でな
いものは、当然自分の
前のものを必要とする
のだし、また単一でな
いものは、自分の内の
単一なものから構成さ
れなければならないの
で、それらを必要とする
のであるから

16�そこで、
このようなも
のは、ただ
一つしかな
いにちがい
ない

16�というの
は、もし他に
もそのよう
なものがあ
るとすれば、
この両者は
一つのもの
であるだろ
うから

17�なぜなら、
われわれが語っ
ているのは二つ
の物体のことで
はないし、その
一つのものと
は、第一位の物
体だと言ってい
るのでもないの
だから

19�なぜなら、
いかなる単一な
ものも物体では
ないし、また物
体は生成するも
のであって、始
原ではないが、
他方、始原は不
生のものである
から

20�そして、
始原が物体
的でなく、
真に一つで
あるならば、
これこそ第
一の者であ
るだろう

21�したがって、
第一の者の後
に何か他のもの
が存在するなら
ば、このものは
もはや単一なも
のではありえな
いだろう

21�すると、
このものは<
一なる多>
であるだろ
う

では、どこか
らこのもの
は（生じたの
か）

23�第一の者からだ。
なぜなら、このものは偶
然の出会いによってで
はないであろうし、また
（第一の者からでなけ
れば）かのものはもはや
すべてのものの始原で
はないことになるだろう
から

24�では、こ
のものはど
のようにして
第一の者か
ら（生じたの
か）

25�第一の者が完全で
あり、あらゆるもののう
ちで最も完全無欠であ
り、第一の力であるなら
ば、それはすべての有
るもののうちで最も力の
あるものであり、その他
の力は、力に適う限り
は、かのものを真似て
いるにちがいない

27�さて、他の者に
しても、何であれ完
成したものは産み
出すのであって、自
分だけで存在し続
けることに満足でき
ずに、別のものを作
り出すという事実を
われわれは眼前に
見ている

29�意志をもつ
ものだけでな
く、意志をもた
ずに生むもので
も、否、生命の
ないものすら、
力に適う限り
は、自己を分与
している

30�たとえ
ば、火は、
熱するし、
雪は冷却す
る

31�また薬
品も他のも
のに対し
て、自己の
性質に応じ
た作用を及
ぼす

34�すべて
のものが、
自分の力に
適う限り、始
原の永遠性
と善性を真
似ているの
である

生命のな
いものす
ら、可能な
らば善性を
真似て分
与する、と
いうの全編
を通じて述
べられrて
いる？

34�とすると、最も完全なも
のが、そして第一位の善
が、自分のものを与えるの
をまるで妬んでいるかのよ
うに、あるいはまた無力であ
るかのように、ただ自分の
内で立ちどまっているという
ことが、どうしてできようか

完全なものが、ど
うして他に関与す
るのか

37�すべ
てのも
のの力
が

37�どう
してそ
れが、そ
れでも
なお始
原であり
うるだろ
うか

現存するこのものを始原
が産み出したのだから、
始原は他に関与せざるを
得なかったと言うべきでは
ないか

37�とする
と、何かが
かのものかr
も生まれね
ばならぬわ
けである

37�もし
何かが
存在す
べきだと
すれば、
である

何かが存在すべきだ
という原理が始原に先
だってしますのではな
いか

38�そして
その他のも
のたちもか
のものによ
って存在す
るのである

38�というの
は、かのも
のから（何
かが生まれ
る）というこ
とは必然な
のだから

必然や原理は観
察経験であるが、
プロティノスの時
代に、必然につい
て考えた人はいる
か？

40�さてそこで、そ
の産み出されたも
のはきわめて尊貴
なもので、かのもの
に次いで、他のすべ
てのものよりも優れ
たものでなければ
ならない

2
ところで、もしもあ
の産み出すものが
それ自身英知であ
ったならば、生まれ
たものは当然英知
に比して欠けたとこ
ろのあるものである
が、

しかし英知
に比較的近
い、それに
似たもので
あるにちあ
がいないで
あろうが、

ところが、あ
の産み出す
ものは英知
のかなたに
あるので、
生まれたも
のが英知で
あることは
必然である

4�しかし、な
ぜあのもの
が英知であ
ってはいけ
ないのか

4�これ
の働き
が直知
である
わけだ
が

5�いや、直知は
直知されうるも
の（一者）を見
て、これのほう
へ向き直って、
これによってい
わば完成される
のである

6�つまり直知は
視覚と同じよう
に、それ自体は
不定なものであ
って、直知対象
によって限定さ
れるのである

7�だからこそ、
また、不定の二
と一とから諸々
のイデア（形相）
と数が生じると
言われたわけだ
が、これが英知
なのである

9�だから、
英知は単一
でなくて多
なるもので
あり、自己
の内に或る
構成を示し
ており

ーーた
だし英
知的な
構成を
だがー
ー

すでに
多くのも
のを見
つつある
のであ
る

10�実際、
英知はそれ
自身も直知
されるもの
だが、しか
しまた直知
するもので
もある

11�だから、
英知はすで
に二つのも
のなのであ
る

12�それに
また英知
は、かのも
のの次の直
知対象であ
るという点で
も、異なる

13�しかし、
どのようにし
て、直知さ
れうるもの
（第一者）か
らこの英知
が（生まれ
たのか）

13�かの直知さ
れうるものは、
それ自身だけで
とどまっており、
見る者や直知す
る者とはちがっ
て、何不足ない
状態にあるが

ーー私の言
う意味は、
直知者は、
かのものと
比較すれ
ば、不十分
な点がある
ということで
あるーー

いかし、いわば無知
覚の状態にあるの
ではなくて、かのも
ののすべてはかの
ものの内にあり、か
のものとともにある
ので、かのものは自
己を完全に識別しう
るのである

16�そして、生命も
かのものの内にあ
り、一切のものがか
のものの内にあり、
いわば<自己意識>
によって、かのもの
それ自身が自己直
観であり、かのもの
は永遠の静止と直
知の内にある

19�ただし
英知の直知
とはちがっ
た意味での
直知だが

20�だから、かのも
のが自己の内にと
どまっていて何かが
生まれるのであれ
ば、このものは、か
のものが最高度に、
まさにそれであると
ころのものである時
に、かのものから生
まれるのである

21�だから、「かのも
のは自己の固有の
習性の内にとどまっ
ていて」生まれるも
のは、かのものから
生まれ、しかもかの
ものが、とどまって
いるままで生まれる
のである

23�さて、かのもの
はノエートン（直知さ
れるもの）としてとど
まっているので、生
まれるものはノエー
シス（直知）（の働
き）として生まれる

24�そして、この
ものは直知であ
って、自分がそ
れから生まれた
ところのものを
直知するので

ーーなぜな
ら、それ以
外のものを
何ももって
いないのだ
からーー

英知に
なる

25�つまり、もう
一つの、いわば
直知されうるも
の、いわばかの
もののごときも
の、かのものの
模造品あるいは
影像となるわけ
である

26�しかし、
かのものが
じっととどま
っていて、ど
のようにして
それ（英知）
が生まれる
のか

27�エネルゲイ
ア（働き）のうち
で、その或るも
のは実体の働き
であり、或るも
のはそれぞれの
ものの実体から
出る働きである

28�そして、実体の
働きは、それぞれの
ものそれ自身であ
り、実体から発する
働きは、それぞれの
ものとは異なるが、
それぞれのものす
べてに必然的に伴
うものである

30�たとえ
ば、火のば
あいでも、あ
る働きは火
の実体を構
成する一種
の熱で、もう
一つの働き
は

ーー火が
（火として）
とどまること
において、
その実体に
本具の働き
を行なって
いる時にー
ー

実体から放
たれる働き
である

放射さ
れる熱
である

34�そして
かの所でも
事情は同じ
なのである

34�いや、あそこでこ
そ、まっさきにそうなの
であって、「かのものは
自己固有の習性の内に
とどまっていて」かのも
のの内の完全さと内在
する働きとから生み出さ
れた働きが独立的存在
を得て

ーーこの働
きは巨大な
力から、否、
あらゆる力
のうちで最
大のものか
ら生まれた
のだからー
ー

<エイナイ
（有る）>とウ
ーシアー（実
有）とに成っ
たのである

39�なぜな
ら、かのもの
は実有のか
なたにあっ
たのだから

そしてかの
ものは、あら
ゆるものの
力である
が、このも
のはすでに
あらゆるも
のである

40�したがっ
て、実有の
かなたにあ
るのだ

40�また、このものがあ
らゆるものであり、他方
かのものはあらゆるもの
の前にあるただ一つの
ものであり、あらゆるも
のと等しくないものだと
すれば、この意味でも
かのものは実有のかな
たにあるにちがいない

43�そして、
これは、英
知のかなた
にあるという
ことである

44�とする
と、英知の
かなたに何
かがあるの
だ

44�なぜな
ら、有るもの
は死んだも
のではなく、
非生命のも
のでもなく、
直知しない
ものでもな
い

45�だから、
英知と有る
ものは同一
なのである

45�というのも、感
覚作用が感覚対象
をとらえるばあいと
はちがい、英知は自
己より先にある事物
を対象とするのでは
なくて、英知自身が
事物なのである

47�もし英知
が、これらの事
物の形相を取っ
てくるのではな
いとすれば、で
ある

47�というの
も、いったい
どこから（取
ってくるだろ
うか）

48�むしろこ
のばあいに
は、英知は
事物ととも
にあり、それ
らと同じも
の、一つの
ものなので
ある

49�そして、
素材のない
事物を対象
とする知識
は、それ自
身がそれら
の事物（対
象）なので
ある


